
令和６年１１月 岡山市教育委員会定例会 会議録 

１ 開催日  令和６年１１月１９日（火） 

２ 開会及び閉会 

 開  会      １４時００分 

 閉  会      １４時２０分 

３ 出席委員 

教  育  長 三 宅 泰 司 

委     員 上 西 芳 樹 

委     員 片 山 美 香 

委     員 門 原 眞 佐 子 

委     員 中 島 俊 子 

４ 会議出席者 

職    名 氏   名 職    名 氏   名 

教育次長 岸 川 和 忠 教育次長 島 田 和 男 

次長（教育総務部長兼務） 疋 田 洋 一 学校教育部長 齋 藤  靖 

生涯学習部長 大 谷 哲 子 教育企画総務課長 山 邊 真 由 美 

学校指導課長 西 山 径 文化財課長 竹 内 広 宣 

地域子育て支援課長補佐 江 國 朋 範 
事務局 

（教育企画総務課主事） 
難 波 実 佑 

５ 議題及び結果 

第２２号議案   岡山市文化財保護審議会への諮問について 原案可決 

６ 教育長等の報告 [令和６年１０月１３日（日）～ 令和６年１１月１２日(火)] 

 

10/13、26、27 

10/16 

10/18 

 

10/22 

10/23 

10/23 

10/24 

10/24 

10/25 

 

自然体験リーダー養成講座 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（曽根小・旭操小） 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（芥子山小・太伯認定こ

ども園） 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（岡山中央小・旭操幼） 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（足守小） 

市長学校訪問 

教育長学校訪問 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（山南学園） 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（興除小） 

 

地域子育て支援課 

学校指導課 

学校指導課 

 

学校指導課 

学校指導課 

教育企画総務課 

  ‐ 

学校指導課 

学校指導課 



10/28 

10/29 

10/30 

10/31 

11/3 

11/6 

11/7 

11/8 

11/12 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（建部中） 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（光南台中・石井幼） 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（可知小） 

教育長学校訪問 

わくわく子どもまつり in 岡山ドーム 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（岡山後楽館高） 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（甲浦認定こども園） 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（操明幼） 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト(南方岡山中央認定こど

も園） 

学校指導課 

学校指導課 

学校指導課 

  ‐ 

地域子育て支援課 

学校指導課 

学校指導課 

学校指導課 

学校指導課 

７ 議事の大要 
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○ ただいまから１１月岡山市教育委員会定例会を開会する。 

 傍聴の方は今日はおられない。 

 まず、日程第１、会期について、本日１日限りとしてよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、会期を１日限りとする。 

 日程第２、こちらに１０月定例会の議事録があるので、順次ご覧いただき、

問題がなければご署名をお願いする。 

 日程第３、次に事業報告をご覧になって何かご質問があればお願いする。 

○ わくわく子どもまつりｉｎ岡山ドームについて、例年との比較など状況を

教えていただきたい。 

○ １１月３日に岡山ドームで例年どおり開催した。来場者は約５，５００人。

去年までは概数だったのだが、今年度、正確に数を計ろうということで、数

取り器で調査をしている。うち子どもが２，２００人参加をしてくれていた。

市内の子ども・子育て支援に関する３１の団体が一堂に会して様々なブース

を出して、子どもたちに体験活動を提供した。中学生ボランティアの募集を

毎年行っていて、今年度は５９人参加し、それぞれのブースで大活躍だった

ようである。 

○ 私も挨拶に行ったのだが、コロナ禍が明けて親子連れが多かったように思

う。学校給食とか用務員の方々によるドングリを使った工作や、環境問題に

関する体験ブースなど、いろいろな方が様々なブースを出されて、子育て支

援の中心という感じだった。 

○ 私の子どもが小さい頃は、こういうイベントを見つけて参加していた。 

○ 行きたい方が多い。多ければ多いほうがいいとは思う。 

 ほかにあるか。 

○ 子どもが輝く学びづくりプロジェクトが今月は随分多く開催されている

が、就学前と小・中の先生方との交流が図れる良い機会だと思う。ご参加の

状況等を少しお聞かせいただければありがたい。 

○ 学校行事も落ち着いて、この月に毎年開催する学校が多いけれども、今年

度から学校にお願いしている１つの変更点として、指導教諭の方に３年次は

積極的に授業を公開するようにお願いしている。昨年度まではどちらかとい

うと若手の先生が代表で授業をして、みんなに見ていただいていろいろご指

摘をいただくというパターンだった。今年は、よい授業を見ていただいて、

明日以降の自分の授業改善に生かしていただくというパターンに少し変えた

けれども、全部の学校がそうなっているわけではなくて、よい授業を見させ

ていただくパターンもあれば、昨年度と同様、若手を代表にして授業公開を

する学校もあるので、今がその過渡期かなと思っている。ただ、このプロジ

ェクトの良い点は、中学校の先生が、幼稚園の公開保育に行ってくださると

いうところである。これはなかなか他都市ではないことなので、小中一貫教
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育、保幼小中一貫教育が進んでいると思っている。 

 実は昨日、川崎市議会議員の方が視察に来られて、この岡山型一貫教育の

質問をされたのだが、その話をするとすごく驚いておられた。川崎でもぜひ

やってみたいなというような話になった。ここはよい取組なので続けていき

たいと思っているところである。 

○ 中島委員が教育委員に着任されたばかりなので、子どもが輝く学びづくり

プロジェクトについてもう少し詳しく説明をしてほしい。４年サイクルだか

ら。 

○ 子どもが輝く学びづくりプロジェクトと大変長いタイトル名であるので、

各学校園では、通称学プロと呼んでいる。４年に１回のサイクルで公開授業

をしていただくという仕組みになっている。１、２年次で中学校区、幼稚園、

小学校、中学校と集まって、それぞれの中学校区で目指す子ども像の共有や

研究主題を決めていただく２年間になっているが、ほとんどの中学校区で２

年目には独自に公開授業などをして、中学校区で参加もしていただいている。

３年目にその学校の代表者１名が公開授業を行う。この代表授業のときには

我々学校指導課の指導主事も参加して、指導助言をさせていただいている。

公開授業の後に、参加をされた先生方で協議会を開いて、その授業のよかっ

た点や、課題が見つかれば今後どうしていけばいいかというようなところま

で話をしていただいて、明日以降の授業改善にそれぞれ生かしていただく。

そして、最後、４年目には、必ず年１回全員公開授業をしていただく。その

公開には我々はなかなかお邪魔できないが、ほとんどが校内研修という形に

はなっているが公開していただいて、４年サイクルが一旦終わる。学プロは

今２巡目に入っている。 

○ ４年に１回で４グループに分けておったかな。 

○ ４グループに分けている。 

○ 市内一斉に行うと負担が大きいので、４グループに分けてローテーション

を組んでいる。 

○ 市内に３８中学校、３６中学校区があるので、およそ９校、８校、９校あ

たりが１年間に代表授業で公開していただく。 

○ 指導教諭が行う公開授業や授業の振り返りを、若手の教員へ見せていただ

くと、学びにつながると思う。県はやっている、育成協議会か何かあるはず。 

県は高等学校と支援学校の公開授業の案内を送ってくださった。授業が公

開されていて、見に来てもよいという。ただし義務教育の部分がなかった。

学生がよい授業を見ることはすごく大事だと思っていて、可能かどうか分か

らないが、小学校や中学校の公開授業に関する案内を大学にも送っていただ

いて、枠があれば参加して、その中で岡山市を希望する学生もいると思うの

で、学校現場と大学が連携していただくとありがたい。常々どこかで良い授

業を見せてあげたいと思っている。きっかけが無いため、もしチャンスがあ

ればそういうこともしていただくと、若手の育成というか、これから教員を

目指す学生のモチベーションにはつながるのかなと思う。 

○ 今、小学校や中学校などの公開授業について、大学に案内はしているのか。 

○ 案内はもともとしてない。 

そのため、コロナ禍を経て、なかなか広がらないというか、授業時数の問

題もあるのだが、どうしても中学校区の先生で固まってしまっている現状が

あるので、ぜひ大学生の皆さんにも見ていただけるように前向きに検討して

いきたいと考えている。 

○ よろしくお願いする。 

ほかにあるか。 

○ 自然体験リーダー養成講座のことを以前もお聞きしたが、今回、受講生が

１から３名ということで、具体的にその受講の様子や、１年間で養成すると

お聞きしたように思ったのだが、その経過も教えていただきたい。 
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○ 今回、事業報告をした、１０月１３日、２６日、２７日を含めて全７回で

講座を行っている。今回は、１１月１５日、１６日で修了していて、その中

で様々な自然体験を学んで、最終的には１５日に地元の小学生８名が自然体

験プログラムに参加した。これは受講生が自分たちで学んだことを生かして

自然体験プログラムを構築して、それを実際に小学生に対して実施するとい

うプログラムである。今回、ドングリや松ぼっくりなどいろいろなものを自

然体験しながら拾い、少年自然の家で自分だけのオリジナルリースを作って

持って帰るというプログラムを受講者の方が考えて実施し、大変好評だった

と聞いている。 

 全７日間のプログラムで、今年度最初の日は大学生の方がたくさん来てく

ださって、その方々は１回だけ体験みたいな形で終わって、その後は３名ぐ

らいが継続的に参加され、最終的には３名の方に修了証をお渡ししている。

大体４、５名ぐらいに例年修了証をお渡しし、その後は自然体験リーダーズ

クラブという、講師をしてくださっている団体に参加し、市内の小学校、あ

るいは公民館などで自然体験プログラムを子どもたちに展開されていると聞

いている。 

○ 地域子育て支援課が狙いとするリーダー養成の経年的な計画もあると思う

が、実際は受講人数何名ぐらいを目標にしているのか教えてほしい。 

○ ４名、５名が自然体験リーダーズクラブに加入してくださって、その後子

どもたちに実際に自然体験プログラムを提供してくれるといいなという目標

でやっている。今年は３名の受講なので、ちょっと少なめかなと思う。もと

もとのキャパがそんなにたくさんは参加できないプログラムで、その程度を

目標に頑張っている。 

○ ほかはよろしいか。 

○ 〈なし〉 

○ それでは次に、議事に入る前に、会議の公開、非公開について諮る。 

 日程第５の第２３号議案は、教育事務に関する議会の議案等についての市

長への意見の申出に関する事項に該当する。そのため、岡山市教育委員会会

議規則第７条第１項第３号に基づき、非公開としたいと思うが、よろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、日程第５の第２３号議案は非公開と決定する。 

 日程第４、第２２号議案を文化財課から説明願う。 

○ 第２２号議案岡山市文化財保護審議会への諮問についてであるが、本件は

新たに岡山市指定文化財へ指定するため、岡山市文化財保護条例第１０条の

２に基づき、教育委員会があらかじめ岡山市文化財保護審議会に諮問を行い、

意見を求めようとするものである。 

 今回、指定を行おうとする物件は２件ある。 

 １件目は大福寺表門である。大福寺は、市街地の東に当たる玉井宮の北側

丘陵に位置する中区御成町に所在する。表門は、敷地の西に面する位置にあ

る薬医門である。平成２８年に行われた屋根修理の際に、享保１７年、１７

３２年に再建された木札が見つかっており、様式や風蝕等も一致することか

ら、同年を現表門の建立年代と見てよいと考えられる。保存状態も良好であ

り、昭和２０年の戦災を免れた市街地に残る数少ない近世の建造物として貴

重なものである。 

 ２件目は大福寺客殿である。客殿は、敷地の北側に南に向いて立つ建物で、

以前は本堂として利用されていた。平面図と写真は５ページに掲載している。

前後２列に各３室並ぶ方丈形式を取っており、古風な平面形式に特徴がある。

建立年代を示す資料はないが、柱の配置や内法長押の形状等から見て、１７

世紀後期の建立と考えられる。一部に改造が見られるが、建立当時からある

本体部分の６室、６つの部屋は良好な状態で維持管理されており、こちらも

戦災を免れ、貴重なものである。 
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 なお、岡山市文化財保護条例に基づく指定文化財の現在の件数は、選定１

件を含め１２７件である。 

 説明は以上である。ご審議のほどよろしくお願いする。 

○ 質問、ご意見等があればお願いする。 

 ２件目の客殿についてもう少し教えてほしい。 

○ 方丈形式というものが６室あるのだが、左右対称に手前に３室、奥に３室

ということで、中世の頃に禅宗を中心にできた様式である。それが近世にな

っていろいろな宗派に広まって、ここは真言宗なのだが、ここでも取り入れ

られている中世からあるような形式の様式なので、古風な形になるというも

のになる。それが江戸時代前期のものが現代も残っているという状況である。 

○ ほかはよろしいか。 

○ 〈なし〉 

○ それでは、第２２号議案を原案どおり可決する。 

○ 〈承認〉 

○ これより非公開の審議に移るので、関係者以外の方は退席を願う。 

傍聴の状況 
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  一       般                   ０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年１１月 岡山市教育委員会定例会（非公開） 会議録 

１ 開 催 日  令和６年１１月１９日（火） 

２ 開 会 及 び 閉 会 

 開  会      １４時２０分 

 閉  会      １４時２５分 

３ 出 席 委 員 

教 育 長 三  宅  泰  司 

委      員 上  西  芳  樹 

委      員 片  山  美  香 

委 員 門 原  眞 佐 子 

委 員 中  島  俊  子 

４ 会 議 出 席 者 

職    名 氏   名 職    名 氏   名 

教育次長 岸 川 和 忠 教育次長 島 田 和 男 

次長（教育総務部長兼務） 疋 田 洋 一 学校教育部長 齋 藤  靖 

生涯学習部長 大 谷 哲 子 教育企画総務課長 山 邊 真由美 

保健体育課長 松 岡 恭 一 郎 生涯学習課長 永 井 正 博 

事務局 

（教育企画総務課主事） 
難 波 実 佑 

５ 議 題 及 び 結 果 

第２３号議案 市議会の議決を経るべき議案の原案への同意について 

令和６年度岡山市一般会計補正予算（第５号）案のうち、教育に関する 

部分への同意について 

原案可決 

 

 


